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2025 年度、多文化共生と英語教育研究会は、「DEI の視点から見た英語教育の在り方」

を研究テーマとして、英語教育と社会的公正の関係について多角的に検討しました。本

研究会では、英語教育を単なる言語技能の習得にとどめるのではなく、多様な他者と共

に生きるための基盤を育成する営みとして位置づけ、教育内容や教材に内在する価値観

や社会的規範を批判的に問い直すことを目的としています。とりわけ、教育現場におい

て無意識のうちに再生産される偏見やステレオタイプに着目し、それらを可視化するこ

との意義について検討を重ねてきました。8月の第 64回 JACET国際大会では中間報告と

してポスター発表を行い、研究の理論的枠組みと進捗状況を提示するとともに、DEI の

観点から英語教育を再検討する必要性について共有しました。この発表では、これまで

の研究成果に加え、今後の課題や研究の方向性についても示しました。続く 12月の JAAL 

in JACETでは、「DEIを中心とする包摂的英語教育の現代的意義と授業への示唆」と題

する研究発表を行い、関連する理論的概念の整理に加え、大学英語教科書の分析結果お

よび「無意識の偏見（implicit bias）」の心理的背景について報告しました。特に、教

材における人物表象や場面設定に見られる偏りが、学習者の認識や価値観の形成に与え

る影響について具体例をもとに検討し、英語教育が社会的再生産に関与し得る可能性を

指摘しました。また、発表後の質疑応答では多様な視点から活発な意見交換が行われ、

包摂的英語教育の必要性と実践に向けた課題が改めて共有されました。以上の成果を踏

まえ、2026年度は「分断時代における包摂的大学英語教育の可能性」をテーマとし、現

代社会における分断の様相を見据えながら、英語教育を通じた相互理解と共生のあり方

について、さらに探究を進めていく予定です。 

 


